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第 63 回技能五輪全国大会 電工職種 公表競技課題等に対する Q&A 【修正版 2】 

 

１．課題内容に関するもの 

照会事項１－１：正面作業板上の 2 本の金属管は平行配管として施工すべきか。 

回答１－１：平行配管としてください。 

 

照会事項１－２：ケーブルトレイの取付位置は，どの部分を基準に考えたらよいか。 

回答１－２：ケーブルトレイの底部を基準としてください。なお，ケーブルトレイの端部および左側面

の水平方向の位置については指定しません。 

 

照会事項１－３：課題図面において，寸法線が正しく描かれていないところがある。 

回答１－３：修正しました。 

 

照会事項１－４：動力制御盤用ボックスおよび小型PLC制御盤用ボックスにおいて，CVケーブルが挿入

される位置に指定はないのか。 

回答１－４：指定しません。 

 

照会事項１－５：競技において，タイトル用紙およびイラスト用紙を貼り付けることがあるか。 

回答１－５：ありません。 

 

照会事項１－６：小型 PLC 制御盤の内部配線の配線接続図は示されるか。 

回答１－６：特に示しません。 

 

照会事項１－７：ハーモニカ端子の使用方法について指示されるのか。 

回答１－７：ハーモニカ端子をフロートレス電極の代用として用います。その使用法については，競技

前日の材料点検時に指示します。 

 

照会事項１－８：電灯回路の展開接続図は示されるか。 

回答１－８：小型 PLC につながる押しボタンスイッチおよび電灯負荷の接続図のみ示します。 

 

照会事項１－９：ランプレセプタクルと丸形フル引掛けシーリングの使用する位置は指定されるか。 

回答１－９：当日配布される課題において指定します。 

 

 



２．材料・器具に関するもの 

照会事項２－１：CVケーブル用の絶縁キャップを持参する必要はないか。 

回答２－１： CVケーブル用の絶縁キャップについては支給します。 

 

照会事項２－２：持参材料のヒンジ型リレー用固定バネの個数は，1組の間違いではないか。 

回答２－２：「1組」に修正しました。 

 

照会事項２－３：持参材料のワッシャーについて、ケーブルトレイをブラケットに取り付ける部分で，

サイズの大きなものを使用したい。 

回答２－３：必要に応じて，4mm用以外のサイズも持参してください。 

 

照会事項２－４：CVケーブル用の被覆SUS製ケーブル万能サドルとして，LS3AV13が適合しているので

はないか。 

回答２－４： LS3AV13に変更します。 

 

照会事項２－５：CVケーブルに使用する圧着端子は、3.5mm2しくは5.5mm2のどちらを使用してもよい

か。 

回答２－５：どちらでも構いません。 

 

照会事項２－６：コードグリップ（PG16）は生産終了品となっている。 
回答２－６：コードグリップ（NCG-PG161LG-GN）を使用する予定です。 

 

照会事項２－７：ブラケットの型番は WMRBK10 でよいか。 

回答２－７：チャンネルブラケット（D1RBKU20）に変更します。それにともない，ハンガーホルダー

（WMRS1）も支給します。 

 

照会事項２－８：ハーモニカ端子の型番は T10 03 でよいか。 

回答２－８：指摘の通り，材料表を修正しました。 

 

照会事項２－９：結束バンドとして，ケーブルトレイにケーブルを固定できる長さのものも持参した

い。 

回答２－９：結束バンドの長さ制限（100mm 以下）を撤廃します。 

 

照会事項２－１０：小型 PLC 制御盤用ボックスは，支給されるか。 

回答２－１０：支給します。 

 

 

 



３．施工方法に関するもの 

照会事項３－１：ハーモニカ端子(Ｊ)と，そこに至る金属管端部の施工において，高さや両者の間隔に

ついての指示があるか。 

回答３－１：金属管の管端を必要なだけ起こし、管端部分で電線の高さが25㎜以上となるようにしてくださ

い。管端とハーモニカ端子（左側面）との間隔については，水平距離で40mm以下としてください。 

 

照会事項３－２：ケーブルトレイ上で，200V用に用いるCVケーブルと100V用に用いるCVケーブルとが

接触したり，近接したりしてもよいか。 

回答３－２：構いません。両ケーブルを結束しても構いません。 

 

照会事項３－３：100V用の電線として4心のCVケーブルを使用する場合に，使用しない電線をどのよう

に処理したらよいか。 

回答３－３：外装をはぎ取った部分で，使用しない電線を切断して下さい。 

 

照会事項３－４：CV ケーブルの外装をはぎ取った部分へのテープ等は必要か。 

回答３－４：省略します。 

 

照会事項３－５：ケーブルトレイの接地工事の方法を明確にしてほしい。 

回答３－５：ケーブルトレイには，レギュラージョイント（WNRG510）を用いて接地線を接続してく

ださい。接地線は，動力回路の接地端子に接続してください。 

 

照会事項３－６：ケーブルトレイの端部の処理はどのようにしたらよいか。 

回答３－６：やすりがけするなどして，ケーブルが損傷しないようにしてください。 

 

照会事項３－７：制御機器取付用板に，制御用電線支持具を取り付けるための墨入れ線を描いてもよい

か。 

回答３－７：構いません。 

 

照会事項３－８：合成樹脂管用スイッチボックス（露出用，無方出，SW140GHW）にコードグリップを

取り付けることができない。 

回答事項３－８：コードグリップを横にずらして取り付けてくください。この部分のコードグリップに

は，別途支給するロックナット（GMK-P16（ネオフレックス））を使用してください。 

 

照会事項３－９：ケーブルトレイへのケーブル支持方法について明確にしてほしい。 

回答３－９：結束バンド等を用いて，ケーブルが移動しないように結束してください。 

 

照会事項３－１０：CV ケーブルに用いるコードグリップのゴム部分を外してもよいか（CV ケーブルに

負荷をかけないため） 



回答３－１０：外さないで使用してください。 

 

照会事項３－１１：CV および CVV ケーブルを差込端子の器具等に結線する場合に棒端子を使用するの

か。 

回答３－１１：棒端子を使用してください。 

 

照会事項３－１２：ケーブルトレイの曲げ加工に決められた方法があるか。 

回答３－１２：特にありません。選手の判断で加工してください。 

 

４．その他 

照会事項４－１：競技前日および当日に配布される材料表は，従来通りの様式で配布されるのか。 

回答４－１：従来通りの様式で配布します。 

 

〇競技職種実施要領への追記・修正・削除事項 

・CVV ケーブルおよび CV ケーブルの圧着端子部に圧着端子用キャップを取り付けること（接地線には

緑，それ以外は黒） 

・より線を配線用遮断器に結線する場合は，R 形の圧着端子を用いること。 

・CV ケーブルの外装をはぎ取った部分へのテープ巻を省略する。 

・CV ケーブルがビニルボックス，ダクト等に出入りする部分についてはコードグリップを使用すること。 

・端子台等の接地端子には「E」の文字を付すこと。 

・小型PLCのプログラムのメモリへの転送を不要とする。 

・SDカードの持ち込みを禁止する。 

・支給材料にロックナット（コードグリップ用）を追加。 

・持参工具にワイヤーカッター（ケーブルトレイ切断用）を追記。 

・操作確認用の測定器類一式に電源コードを含むことを追記。 

・小型PLC制御盤図を競技職種実施要領に記載。 

・競技会場設備基準において，電灯用コンセントが2Pであることを追記。 

 

〇小型PLCプログラム課題の例 

・PB4 を押すと，いつでも初期状態に戻る。 

・PB1 を押すと，押している間だけ電灯 A が点灯を続ける。 

・PB2 を押すと，電灯 A が１秒間点灯・1 秒間消灯を 3 回繰り返し、初期状態に戻る。 

・PB3 を押すと，電灯 B → C → B・・・の順番に１秒間ずつの点灯を繰り返す。 

・各スイッチの優先順位は PB4（高い）＞＞PB1＞＞PB2＞＞PB3（低い）。優先順位の高いスイッチが押

せれたら、即座に押されたスイッチの動作を行う。 

 

  



５．持参材料・器具の相当品 

材料表 

No. 
品名 型式 相当品 

171 押しボタンスイッチ（緑） AR22FOR-10G (富士電機) HW1B-M110G (IDEC) 

172 押しボタンスイッチ（赤） B2MK01R (パトライト) AR22VSR-01R (富士電機) 

HW1B-V301R (IDEC) 

173 コントロールボックス AHX922A (富士電機) KGNW212Y (IDEC) 

（以上） 


